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2022 年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成

績検討会は，2023 年 7 月 12 日 ( 水 ) に Zoom を用いた Web

会議において開催された。

この検討会には，試験場関係者 15 名，委託関係者 26 名

ほか，計 50 名の参集を得て，除草剤 1 薬剤 (2 点 )，生育

調節剤 1薬剤 (6 点 ) について，試験成績の報告と検討が行

われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2022 年度秋冬作野菜花き関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果
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開催された。 
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A.野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

タマネギ 生育期の一年生雑草を対象としたタ
マネギ生育期での茎葉処理(畦間)に
よる適用性の検討(東北以南，初年目) 

実・継 実) 
[秋冬作;一年生雑草] 
・耕起7日以前 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・茎葉処理(全面) 
・250～500mL <散布水量25～50L>/10a 
(専用ノズルを使用する) 

 
継) 
・耕起直前処理での薬害の確認 
・定植前処理での薬害について 
・効果・薬害の確認(畦間処理) 
 

 

B.2022年度 春夏作分 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.S-482 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[住友化学]  
  

アスパラ
ガス 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たアスパラガス収穫打ち切り後での
土壌処理(全面)による適用性の検討
(北海道:適用性3年目) 

実・継 
 
前 
回 
通 
り 

実) 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・萌芽前，雑草発生前 
・5～10g <散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(収穫打切後) 
 

 

C.2022年度 春夏作分 野菜関係 生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BA 液 
ベンジルアミノプリン 
:3.0% 
 
 
[クミアイ化学工業] 

アスパラ
ガス 

立茎3～4週間後のアスパラガスに対
する萌芽促進効果・薬害の検討｡ 

実・継 実) 
[露地・施設普通;萌芽促進効果による増収効果] 
・慣行最終収穫予定日10～30日前 
・300倍 <100～200L>/10a 
・茎葉散布 
 
注) 
・若茎にかかると奇形になる場合がある｡ 
・翌春の収量が減ることがある 
 
継) 
・効果・薬害の確認(立茎3～4,7～8,11～12週間後
処理) 
 

アスパラ
ガス 

立茎7～8週間後のアスパラガスに対
する萌芽促進効果・薬害の検討｡ 

アスパラ
ガス 

立茎11～12週間後のアスパラガスに
対する萌芽促進効果・薬害の検討｡ 

 

2022 年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験 判定
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■協会だより
■■試験成績検討会
●�2023年度水稲関係除草剤作用性・拡散性・直播作用性・
適1試験成績検討会（Web会議）
　日時：2023年10月�13日（金）� 10:00～17:00　

●2023年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会�
（Web会議）
　日時：2023年10月�19日（木）� 10:00～17:00�
� 20日（金）� 10:00～17:00

■研究会等
●報農会第38回シンポジウム
　日時：2023年9月20日（水）　10:00～16:00
　開催形式：オンラインによるライブ配信（Zoom）
　講演内容：
　��　「��『みどりの食料システム戦略』における植物防疫分

野での取組み」
　　　　岡田　和秀（農林水産省消費・安全局植物防疫課）
　　「植物防疫法改正によって変わる雑草管理」
　　　　黒川　俊二（京都大学大学院）
　　「��近年におけるカンキツグリーニング病の発生と対策研究」
　　　　岩波　徹（東京農業大学）
　　「外来カミキリムシ類の動向と対策」
　　　　上地　奈美（��農研機構植物防疫研究部門）
　　「日本茶の輸出現況」　�　
　　　　佐塚　高（日本茶輸出促進協議会）
　参加人数：200名（先着順）※定員になり次第受付終了
　参加申込み方法：
　��　報農会ホームページ（�https://honokai.org/�）掲載の
開催案内にある参加申込書に必要事項を記入し，メール
又はFAXで申込み下さい。
　【できるだけ8月中に申込みのこと】
　参加費：3,000円（申込み後1週間以内に銀行振込み）

●第42回農薬製剤・施用法シンポジウム
　主催：日本農薬学会／農薬製剤・施用法研究会
　日時：2023年9月28日（木）13：00～29日（金）12:00
　場所：なら100年会館
　　　　（奈良県奈良市三条宮前町7番1号）
　プログラム（予定）：
　　9月28日　13：00～17：00　特別講演(3件)，
　　ポスターセッション　　　　　
　　9月29日　10：00～12：00　技術研究発表
【特別講演】
　��「��農薬散布のスマート化への取り組みと課題，農薬セン

シング技術の開発に向けて」
　　　野口　良造（京都大学大学院）
　��「��界面活性剤混合系における分子集合体の構造制御とそ

の応用－ベシクルを中心に－�（仮題）」
　　　酒井　秀樹（東京理科大学）
　「農薬製剤の製造プロセスにおける計測と制御」　
　　　綿野　哲（大阪公立大学）
　参加費・参加申込み：
　��　日本農薬学会HP（http://pssj2.jp/）上にリンクされた開
催案内を参照の上，参加申込フォームにて申込み下さい。
【申込み締切日：9月22日（金）】

●第37回農薬デザイン研究会
　主催：日本農薬学会／農薬デザイン研究会
　日時：2023年11月22日（水）10:00～19:30（懇親会含む）
　場所：ホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンター
　　　　（大阪府大阪市淀川区西中島6-2-19）
　講演内容：
　　「混雑分子の合成化学」　
　　　　西形　孝司（山口大学）
　　��「��フロー・自動合成，機械学習技術が駆動する有機合

成の革新」
　　　　布施　新一郎（名古屋大学）
　　「��AI創薬最前線　～分かりやすく基礎から最新応用事

例まで～」　
　　　　結城　伸哉（株式会社Elix）
　　「新規ウンカ防除剤ベンズピリモキサンの創出」
　　　　佐藤　英孝（日本農薬株式会社）
　参加費・参加申込み：
　日本農薬学会HP（　http://pssj2.jp/　）上にリンクされた
開催案内を参照の上，参加申込フォームにて申込み下さい。
【申込み締切日：9月29日（金）】

広　 　　　場
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【お知らせ】
植調第57巻　第4号の訂正をお知らせいたします。

●第46回農薬残留分析研究会
　主催：日本農薬学会／農薬残留分析研究会
　日時：2023年11月13日(月)13:00～11月14日(火)12:00
　場所：長野アクティーホール（JA長野県ビル，別棟）
　　　　（長野県長野市大字南長野北石堂町1177番地3）
　講演内容：
　【招待講演】
　「作物残留試験の審査に係る基本的な考え方（仮題）」
　　　農林水産省消費・安全局農産安全管理課
　「受託分析機関の事業継続計画（BCP）について」
　　　橘田　規（一般財団法人日本食品検査）
　「OECD-GLPと作業部会について」
　　　鶴居　義之
　　　（独立行政法人農林水産消費安全技術センター）
　「海外での農薬登録制度の動向について（仮題）」　
　　　元場　一彦（日本農薬株式会社）
　【特別講演】
　「長野県の農業（仮題）」　
　　　岩波　靖彦（長野県農業試験場）
　難分析セミナー
　「香辛料の残留農薬分析法について（仮題）」　
　　　阿部　友紀（株式会社カネカサンスパイス）
　「揮発性農薬の蒸留法とHS-GC法との同等性検証（仮題）」
　　　矢島　智成（一般財団法人残留農薬研究所）
　その他
　「��不測の事態への対応事例の情報共有」～アンケートを

踏まえて～�（46回実行委員会）
　参加費・参加申込み：
　��　日本農薬学会HP（　http://pssj2.jp/　）上にリンクさ
れた開催案内を参照の上，参加申込フォームにて申込み
下さい。【申込み締切日：9月末日】 植調第 57巻　第 5号
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植物代謝から見た除草剤の作用点（1）代謝マップ（俯瞰図（素案））

表-１　除草剤作用点による分類（HRACコード）

新コード「6」の「作用点（英語）」

　　誤）Inhibition�of�photosynthesis�PS�ll�–�Histidine�21

　　正）Inhibition�of�photosynthesis�PS�ll�–�Histidine�215


